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實驗的肺粟粒結核結節ノ組織發生機序 二就 テ

長崎醫科大學病理學教室(圭任 竹内敢授)

讐學士 高 村 了 介

■ 緒 言

從來結核病攣 二 於 テ ハ 上皮 様細胞 、淋 巴球㍉
'Langhans氏 亘 態細胞

、乾酪化 等 ガ重 要覗 セラ

レ多核 白血球 ガ多大 ノ意義 ラ有 スベ キコ トハ閑

去Pセラレタル ノ蕃見アリ。

嚢 二恩師竹 内教授 ハ結核病攣 二於 テ多核 白血球

ガ他 ノ細胞成分 ヨ リモ最 モ重大 ナルモ ノナル コ

トテ提唱 セラ レ、室洞形成、乾酪化、結節形成

ノ前提 トシテ、 主 トシテ多核 白血球 ノ集 團 ヨ リ

成ル白血球性膿瘍様病竈 ト構 ス ベ キ病攣現 ハ

レ、此病攣 ガ結核攣化 ノ最 モ重 要 ニ シテ中心 ト

ナルベキ病攣 ナル事 テ日本病理學會其他 ノ機會

二於 テ屡 丸報告 セ ラレタ リ。教授 ノ提唱 二依 ル

白血球性膿瘍様病竈 ガ、結核病攣嚢生機序 ノ本

態ナル論設へ 余 ノ本實験 ノ核心ヲナスモノナ

レバ、弦二必要ナル錨 ノミラ可及的簡明二表示

言已述スル塵 アルベシ。

教授ハ人屍肺結核病竈組織内二於ケル結核菌 ノ

形態及 ピ分怖状態 ヲ観察 シ結核菌ハ1.多 数散

在(活動)、2・菌集落(繁殖〉、3ゼ菌凝集(死 滅)、

4。少撒又ハ絶無 ノ四ツノ歌態二於テ繁殖又ハ

死滅 シツ・アリトセラレタリ。今其組織内細菌

所見 ト組織所見5ノ 關係 テー括表示 スレバ第1

表 ノ如 シ。

第1表

結 核 菌 所 見

形 剃 分 司 数1性 状 繊 鵬

漂 散llll灘罐 議1慧 諜1鵜
__例 ヘバ空洞壁

3'凝 集 膨化、頴粒状 所々二凝集 多 籔 破埋死滅 乾酪竈

4綴 叉ハ
1i蜘 纏 齢 懐 騨 羅鱗

以上第1表 ニテ明 カナル如 ク、結核菌 ノ繁殖或

ハ死滅 ノ方向 ト結核病攣 ノ組織登生機序 ボハ甚

ダ密接ナル關係ニアルコトラ知ル。即チ組織 内

結核菌 ノ蓮命 テ第 丑表 トスレバ、其 レニ該當ス

ル組織所見 ノか向ハ第皿表 ノ如 クナリ結核病攣

ノ機序ラ自ラ物語ル麩有 リト考ヘラル。

帥チ結核菌二封 シテ先 ヅ多核白血球テ主 トスル

白血球性反癒表ハレ白1血球性膿瘍様病竈テ形成

シ・本病竈 ノーハ菌繁殖二依 リテ盆 丸其浸潤集

結テ促サレ逡二其儘歓化室洞 ラ形成 ス ル モ ノ

第 皿 表

1集 落{

ダ
霰講)璽 痙 集1

漸 少.
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第 皿 表

白血球性膿
瘍標病竈

匡亙

藤
沈静
一
凝固
乾 酪{

　　　　 　　 へ 　

組 織
墳 殖

ト、一ハ菌膨化死滅 ト共 二乾酪化二陪ルモノト

ノニ ツノ破壌的方向 アリ、別二修覆的治癒現象

トシテ檜殖性攣化 テ來 シ上皮様細胞淋巴球浸潤

テ見ルニ到ル ト思考 セラル。依是観之、結核病

攣 ノ組織登塩學ニハ、多核白血球 ノ集結 ヨリ成

ル白血球性膿瘍様病竈 チ以 テ最初 ノ病憂 ノ本態

ト謂 ヒ得ベ シ。

余ハ竹内教授二依 リ提唱 セラレタル人龍結核二

於ケル結核組織病攣過程 テ、實験的二確謹スル

トコロアラント欲 シテ、家兎耳静脈内結核菌注

射二依 ル肺粟粒結核結節 ノ組織褒生機序二就キ

テ検索 セルニ、些 力興味アル新知見ラ得、多核

白血球 ノ結核病理 二参與 スルコ ト愈々重大ナル

ヲ確信 スルニ到 リタレバ、弦 二之 ヲ報告 シテ諸

賢 ノ叱正 テ乞ハ ントス。

∬.貸 験方法

實験 動物 ハ雄性2kg。 前 後 ノ健 康 ナ ル成 熟家 兎

テ用 フ。

結核 菌ハ人型 及 ピ牛型 ノGlyzerin-Bouillon約

4週 間培 養 セルモ ノラ秤 量 シ生理 的食盤水 ラ加

ヘ テ菌浮 游液 テ製 シ(1CA=10mg),其10mg菌

量 ノ液 ラ家兎 耳静脈 ヨリ注 入 ス。 日テ追 フテ撲

殺 シ標本 ハForma}in液 或 ハOrth液 ニ テ固定

後ZeUoidin包 埋 切 片 テ作 リHaematoxylin-

Eosin複 染 色 ヲ施 シ鏡検 ス。

m,貸 験成績

各實験例二就キテー々ソノ所見テ述 ブル繁雑 ヲ

避ケ線括的二記述 スベシ。

第 IV

1・ 最初期 ノ慶化;多 核白血球集結 ノ小病竈テ

認ムル時期(第IV表 参照〉

表

家 兎 翻14・1"12・123!49196197126128

感 染 期 間(時) 1 1 1 1 313 3 i3 3

注 射 菌 型 T.H. TH. T.B. T.B. T.H. T.H. TB. TB. T.B.

注 射 菌 量(mg・) 10 10 10 10 10 10 10 10 10

多核 白血 球 集結 十 十 十 十 十 十 十 十 十

白 血 球 核 ノ 崩 壊 欄 一 嗣 一 欄 一 一 一 一

白血球核崩壌ノ完成 一 一 一 一 一 一 一
_二___

剛■圏■■曝 」幽■■■●

一

上皮榛 細 胞寝 潤 鼎 一 哺 一 一 一 一
[

結核菌注射後1時 間乃至3時 間 ノ攣化ハ最初期

ノモノニシテ、肺胞壁 テ纏絡セル毛細血管 ノ諸

庭 二椴性「エオジン」嗜好性穎粒 テ胞罷内二有ス

ル多核白血球 ノこノ集結 セル小病竈 テ認ム。此

時期 二於 テハ未グ大軍核細胞叉ハ淋巴球 レ出現

テ認 メ難 シ.多 核白血球集結竈 ノ大 サバ小 ニシ

テ著 シキ病竈ヲ作ルニハ至 ラズ。

粟粒結核結節 ノ最初 ハ、多核白血球 バ ノ集結

セル小病竈ナルラ知 ル。(爲 眞第1圖 蓼照)

2.白 血球性膿瘍様病竈 二大浸潤 ト小集結 ノニ

ツノ攣化 ノ差異ガ出現 スル時期(第V表 参照、但

シ十 ハ大濁 閏十ハ小集結 テ示 スモノトス)。
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第 V 表

家 兎 番 號145/47回 ・・1・・1・8212・・i43148i3レ1941951・94

感 染 期 間(時) 24
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10-
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48-
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--i-一 一一一 ・一一一

王塾匹些壁1・
101010
_一 一_

ニピ ニi+
十1十i十

τ=ヒ=…

一出=

一 一 ㎜ 　 一『

72

TB.

万

τ
一 一

十
τ
=

注 射 菌 型

注 射 菌 量(mg.)

多核 白血 球 集結 +i+　… 一㎜

白血 球核 ノ崩 埋

白血球核崩壌ノ完成 _i_

上皮 標細 胞寝 潤 「=…騨⇒=

結核菌注射後24時 間二到 レバ多核白血球愈 く

檜加集結 シテ病竈籏大 シ撒個 ノ肺胞 二亙 リテ白

血球性膿瘍様病竈 トシテ小肺炎テ見 ルモノア

リ。(爲眞第 皿、IV圖 参照)其他 ノ大多撒 ノ場合

ハ注射後3時 間二於ケル病竈 ヨリ旗大 セズシテ

多核白血球 ノ小集結 ヨリ成ル。(爲眞第ll圖 滲

照)

白血球浸潤 ノ大ナルモノテ精査スルニ、白血球

浸潤竈 テ形成 スル大部分 ノ細胞成分 ハ多核白血

球ナ リ。其他赤血球及 ビ少数 ノ大軍核細胞淋巴

球 ヲ混ズ。多核白血球ハ胞膿内 ノ假性 「エオジ

ンJ嗜好性穎粒テ有 スルモノアリ、滑失 セルモノ

アリ、核分葉撒ハ概ネ多核ナ レドPyknose或

ハ核崩壌核融解二陥 レルモノアリ。氣管枝壁破

第VI

壊セラレ腔内二多核白血球集團 ヲ容 シタルモ ノ

アリ。

斯 ノ如キ主 トシテ多核白血球 ヨリ成ル比較的大

ナル白血球浸潤竈 テ認 メタル他 ハ、肺胞壁毛細

血管 ノ内外 二多核白血球 ノ集結 セル小病竈形成

テ認 メ病竈 ノ旗大 セルモノ紗 シ.

注射後48時 間乃至3月 二至ルモ爾病竈 ハ多核

白血球小集結 ヨリ成ル。(爲 眞第V、VI圖 参照)

多少淋巴球叉ハ大輩核細胞 チ認ム レド圭 タル細

胞ハ多核 白血球 ナリ。サ レド多核白血球 ハ核崩

壌、核融解叉ハPyknose等 二陥 リ胞饅 内ノ穎

粒 テ清失 セルモノ多 シ。

3.ヒ 皮様細胞浸潤 ノ時期(第VI表 参照)

表

家 兎 翻14・i61・21631512・1・9・}62い}・gi24

感 染 期 間(日)礎 5 5 7 7 7 7 10 10 10 10

注 射 菌 型 TH. ℃B. TB. T.H. T.B. T.B. TB. T.H. TB. T.B. TB.

注 射 菌 量 噸9) 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10

多核 白血球 集結 噂 一 一 一 一 一 一 一 哨 一 騨

白 血 球 核 ノ崩 壌 十 十 十 一 一 隔 十 騨 一 十 一

白血球核崩埋ノ完成 一 一 十 一 一 一 十 一 一 十 一

上 皮様細 胞浸 潤
承

十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十

注射後5日 二到 レバ多核白血球 ノ核崩壊融解又

ハPyknose等 ヲ示 シ退行攣性著明 トナルモノ

多 久 一方上皮様細胞淋巴球 ノ出現顯著 トナル。

〈爲眞第Vll、V皿圏参照)

注射後7日 乃至10日 ニシテ初メテ定型的粟粒

結核結節ラ認ム、即チ菌注射後7日 二到 レバ上皮

様細胞淋巴球 ノ出現顯著ニシテ、小ナル病竈 ハ

上皮様細胞性結節 トナリ中心部上皮様細胞 ノミ

二占 メ ラレ周邊 二淋 巴球層 テ見ル
。梢 胤大 ナル

病竈 ハ其 中心部全 ク乾酪化 セルモノアリ、Eosin

二赤 染 セル乾酪竈 ノ中 二薄 ク核陰影 テ見 ルモ ノ

ア リ、核破砕片 ノ集團 トナ リー 見膿瘍 ラ見ル如

キモ ノア リ、多核 白血球 ト確認 スベキ細胞成分

ノ壊死 二陥 ル種 々 ノ相 テ見ルモ ノア リ、 中心部

乾酪竈 ト周邊部上皮檬細胞層 トノ中間 二多核 自

血球 ノ種 々ナル退行頻肇性 二陥ル像 ラ見ル コ トア
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リ。粟粒結核結節 ノ形成ハ定型的ニシテ其限界

線明瞭 ナリ。Langhans氏 亘態細胞 ノ出現 モ菌

注射後10日 ニシテ始 メテ認 メラル。 即チ從來

檜殖型結核 ノ最初 ノ成生 トシテ基ゲ ラレタル定

型的粟粒結核結節ハ、菌注射後1週 間乃至10日

第V∬

二初 メテ認 メラルモ ノニ シテ白血球性膿蕩様病

竈 ヨリ後期 二形成 セ ラル ・モノ ナ ル ラ知 ル。

(爲眞第IX、X、XI圖 参 照)

4.菌 注 射後2週 間乃至3週 間 ノ慢性後期 ノモ

ノ;粟 粒結核結節完成 ノ時期(第Vll表 参 照)

表

家 兎 翻{53i5512227}・921・93}67・56158い83}・99

感 染 期 間(週) 2 2ゆ 2 2 2 213 3 3 3 3

注 射 菌 型 T.H. T。H. TB. T.B. T.B。 TB庁H. T.H、 T.H. TB. T,B.

注 射 菌 量(mg.) 10 10 10 10
1

10{10己0 10 10 10 10

多核 白血球 集 結 一 一 一 一
1

一鹸 一{-
1

一 一 一 一

白血球 核 ノ崩 埋 十 十 十 、
一

!
娼■■■■齢 弓■■■圃隔 ●■■嗣

i
一 十 十 十

白血球核崩壌ノ完威 一 一
一 一

十

}
一 一 一 一 十 一 揃 十 十

上皮 檬 細胞 寝潤 十 +i+ 十 十i十 十 十 十 十

注射後2週 間乃至3週 間二到 レバ、小ナル病竈

ハ定型的上皮様細胞性結節 トナル。大 ナル病竈

ハ其中心全 ク乾酪化セルモノアリ、白血球性膿

瘍様病竈 ラ認ムルモノアリ、其周邊部ハ上皮様

細胞淋巴球 ノ輪歌 二園続 シ、又、造結締織細胞

塘生 シテ病竈 ノ限界線明瞭 トナル。

Langhans氏 亘態細胞 モ屋 く認メラル。粟粒結

核結節 ノ相融合セル如キ観 テ呈 ス ル モ ノ アレ

ド、其 レラ精査 スルニ、各一個一個 ヅ粟粒結節

ノ限界線 明瞭 ニ シテ多撒相近接 シテ登生 シ、其

爲 メ恰 モ相融合 セル カ ノ観 ヲ 呈 スルモ ノ ・如

シo

一般教科書二記載 セラレタル定型的粟粒結節ハ

菌注射後2週 聞乃至3週 聞 ノ比較的慢性 ノ経過

テ取 レル後期 ノ成生ナルテ知 ル。

rv.総 括蝕 昌考按

A。 肺粟粒結核結節 ノ組織襲生機序 二就 テ、

實験的二家兎耳静脈 ヨリ結核菌テ注射 シ肺臓 二

於 ケル粟粒結核結節形成 ノ順序 テ観察セルニ、

凡ソ次 ノ如キ機序 テナスモノナル事テ知 レリ。

1)白 血球性膿瘍様病竈→乾酪化

結核繭 ノ血行性侵襲二封抗 シテ、先ヅ最初肺毛

細血管 ノ諸塵撒布性二多核白血球集結形成テ認

ム。 白血球(主 トシテ多核白血球)性 病竈 ノ鑛大

ニ シテ藪個 ノ肺胞或ハ全肺葉 二亙 リテ白血球浸

潤憤大 スル事 モ有 リ得ベケレド、粟粒結核結節

ノ最初ハ粟粒大 ノ白血球性病竈ナ リ。

初 メ胞膿内二假性 「エオジン」嗜好性穎粒 ラ有 ス

ルモ、漸次其濾失テ見、胞腱 ノ形不明 トナ リ.

胞禮ハEosin二 濃染 スル傾向テ帯 プー・・至ル。

核モ漸次崩壌融解叉ハPyknose二 陥 リ途二白

血球 ノ形黙 ヲ認メ得 ズ完全 ナル壌死即チ乾酪化

二陥ル。

2)上 皮様細胞淋巴球性反慮

比較的時 日ラ経過 セル後期(注射後1週 間乃至

10日 〉二至 リ、白血球性膿瘍様病竈 ノ周園二上

皮様細胞淋巴球浸潤出現ス。病竈極 メテ小ナ レ

バ周園 ノミナラズ中心部二到ル迄上皮様細胞二

更代 セラレ白血球性成分ハ吸牧セラレ了ル。病

竈大ナレバ其周園 ノミニ上皮様細胞淋巴球等 ノ

出現 ラ見、中心部ニハ爾白血球性膿瘍檬病竈或

ハ夫 レノ完全壌死即チ乾酪化セルテ見ル。上皮

様細胞 ノ格 子状繊維 ノ膠原化 シ淋巴球層二混在

スル造結締織細胞 トナリ逡 二結節 ハ癩痕 トシテ

結締織化 スペ シ。

3)小 括

以上粟粒結核結節 ノ登生機序 ラ表記 ス レバ第

鴨 表 ノ如 シ。
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第V皿 表

i簾撫 繊
即 チ粟粒結核結節 ノ最初ハ多核白血球集結 ノ小

病竈形成ニシテ滲出性攣化テ以 テ始 リ、比較的

時日テ経過セル後期 二於 テ上皮様細胞性結節 ト

ナ リ壇殖性攣化二終ル。而 シテ病攣 ノ主禮ハ多

核白血球 ノ乾酪化スル過程 ニシテ、上皮様細胞

性反癒ハ從属的修理工作ナリ。

B.上 皮様細胞出現 ノ時期二就 テ

從來粟粒結核ハ上皮様細胞姓結節 ヨル成ルコト

多 ク、其形小ナル爲メ、之 レラ以テ壇殖型結核

病慶 ノ最初 ノモノトセラレタリ。又臨林上粟粒

結核症ハ其症状轄蹄等 ノ特異性ラ以テ他 ノ結核

症 ト塵別 シテ急性傳染病 トシテ取扱 ヒ、爲 メニ

粟粒結核結節ハ病理組織學的二最初 ノ成生物 ト

セラレタリ。サ レド余 ノ實験成績 ノ示 ス如 ク、
ぐ

定型的粟粒結核結節ハ白血球性膿瘍様病竈 ノ出

現二比 シ後期二見 ラル ・モノニシテ、白血球核

崩壊 ノ完成セ ル約1週 間乃至10日 経過後初 メ

テ出現スルモノナリ。帥チ上皮様細胞性結節ハ

形小ナレド最初 ノ憂化二非ズシテ終末ノ攣化、

約1週 間後 ノ攣化ナリ。結核菌少キ事及 ビ後期

二於テ出現 シ來ルラ以テス レバ、病菌其他 ノモ

ノ・清掃病竈 ノ修理 ノ爲メ出現 シ來ルモノト解

シ得ベ シ。粟粒結核 ノ最初 ノ攣化 ハ粟粒大 ノ白

血球性膿瘍様病竈 ニシテ、普通剖検上吾人 ノ眼

二鰯 レル所 ノ粟粒結核 ハ白血球性膿瘍様病竈時

代 ノ粟粒結核二非ズシテ、夫 レガ既二治癒 二傾

キ上皮様細胞淋巴球 ノ出現 テ見ル 所 ノモ ノ多

シ。乾酪化ハ結核菌及白血球壌死 ノ残骸 ト見ラ

レ、又、上皮様細胞、結締織等ハ是等 ヲ包園 ス

ル壁ニシテ跡始末 ト見ルベキモノナ リ。上皮様

細胞結節ハ職翻 ノ終末古職場 ニ シテ病機浦裾

セル治癒所見 ナリ。 最近Dietlen其 他諸學者

頻々 トシテ慢牲粟粒結核 ノ存在ラ唱へ居ルモ、

R6ntgen所 見上二於 テモ 此間ノ清息テ物語 ル

モ ノニ非ズヤ ト考ヘラル。如斯粟粒結核結節 ノ

ーツーヅノ局所所見ハ治癒 ノ方向ナ リト云へ、

其撒多キ事、全身性汎登ナル事等 ヨリ臨躰的二

粟粒結核 ノ症歌ハ重篤ナルモノナルベシ。

C.自 血球性膿瘍様病竈 ノ廣狭二就テ

本實験成績 二就 テ余 ノ最モ興味ラ費エタルハ、

菌注射後多核白血球 ノ浸潤愈 ≧檜加 シ病竈纏大

シ、肺胞撒個 二亙 リテ白血球性膿瘍様病竈 トシ

テ小肺炎 ノ現ハル ・場合 ト、病竈籏大 セズ小集

結 トシテ現ハル ・場合 ノニ ッノ攣化テ登見 シタ

ルコトナリ。

從來一般二壇殖型結核病攣 ノ最初 二出來ルモ ノ

ヲ粟粒結核ナリトシ、其小ナル粟粒結節 ノ相融

合 シテ大結節 トナルモ ノ・如 久 叉膨脹性二増大

シテ大結節 トナルモソ ・如 ク考ヘラレタルモ、

余 ノ實験成績 ヨリ見 レバ之 レニハ多少異論 アル

モ ノニシテ、白血球性膿瘍様病竈 ノ廣狡 ガ結核

各種病型 ノ根本機轄 テナスモノト信 ズルモノナ

リ。

帥チ白血球性病竈現ハレ、其大 サ粟粒大 ナル時

ハ後期 二上皮様細胞淋巴球等出現 シテ白血球性

病竈 ト更代 シテ上皮様細胞性結節或 ハ淋巴球

結節 トナ リ、梢 丸大ナル病竈 ハ中心 ノ白血球性

病竃 ノ乾酪化 スル頃、周園二反癒性組織増殖 ト

シテ上皮様細胞淋巴球等浸潤 シ粟粒大 ノ乾酪結

節 テ形成 スルニ至ル。若 シ白血球姓病竈 ノ大ナ

ル時ハ其大サニ從 ヒ大葉性、小葉性、細葉性二

白血球性膿瘍様病竈出現 シ、夫 レノ乾酪化二依

リ大葉性、小葉性、細葉性、乾酪肺炎 トナリ、

叉周園二上皮様細胞、淋巴球等浸潤 シ病竈限界

線明瞭 トナリ固定スレバ、各種増殖型結核結節

トナルモノ・如 シ。叉白血球性膿瘍様病竈 ノ軟

化排出二依 リ室洞 ノ大サバ白血球性病竈 ノ廣狡

二支配サルベ シ。 白血球性病竈 ノ廣挾 ハ結核病

型畿生機轄二重大 ノ意義 ヲ有 スルモノニシテ、

其根本因子ハ結核菌 ノ繁殖又ハ死滅 ノ方向及 ビ

臓器 ノ解剖學的關係帥チ白血球滲出二封スル條

件 ノ良否ナリ。

病竈 ガー旦乾酪又ハ上皮細胞結節ノ如キ結箭二
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固定完成セラレタル後、再ビ白血球性膿瘍檬病

竈 二復鋸 スル事無 シ。病竈未 グ乾酪性叉ハ上皮

様細胞性結節二到 ラザル前、郎 チ白血球姓膿瘍

様病竈時代 二於 テ、菌力生禮 二打克 チテ新 シキ

白血球性病竈 テ周園又ハ轄移二依 リ遠方二作ル

コ ト有 リ得ベキモ、既二乾酪結節又ハ上皮檬細

胞結節二固定成 シ了ヘタルモノハ再 ピ檜大又ハ

融合 シテ大結節 トナ ル コ ト無キモノト推定サ

ル。何 トナ レバ乾酪結節又ハ上皮様細胞結笛二

於 テハ菌膨化死滅 シ又ハ少撒ニシテ、菌活動化

テ想定 シ得ズ、病機ハ既二後期 ノモノニシテ沈

静治癒 ノ所見ナレバナリ。

即 チ大病竈ハ初 メヨリ大病竈 トシテ出來ルモノ

ニシテ、白血球性膿瘍様病竈 ノ大ナル範園二出

來 タルモノガ大病竈 トナルモノナリ。

叉氣道感染或 ハ血行テ介 シテ結核菌 ノ肺二蓮 バ

レデ來 タル場合、呼吸氣管枝肺胞道肺胞腔ナ ド

ノ不規則ナル室隙 ノ何虜 カヨリ檜殖性肉芽織姓

攣化起 リ、此腔テ充ス爲メニ定型的粟粒結節ノ

形崩壌 シ圓形 ヨリ不規則 ノ形状 二慶化 ス ト從來

一般 二解 セラレタルモ、増殖性結節二固定 シ了
ヘタルモノへ 再 ピ崩壊スルコ ト無 キモ ノノ如

久 其 ノ初 メ白血球性病竈 ノ形歌 二其因ラ褒 ス

ルモノ・如 シ。

D。 乾酪化=就 テ

從來乾酪ハ漠然 ト上皮様細胞其他滲出物及 ビ母

組織 ノ壌死 二陥 リタル モ ノ ラ乾酪 ト思考 セラ

レ、多核 白血球集結其物 ガ乾酪 二移行 スル事ハ

閑却セラレ居 レリ。恩師竹内教授ハ乾酪 ノ組織

褒生テ白血球性膿瘍様病竈特二多核白血球 ノ壊

死 二求メラレタルモ、余 ノ本實験成績二依 リテ

モ亦、乾酪ハ多核白血球 ノ壊死二陥 リタルモノ

ナルベキラ窺知 シ得 タリ。郎チ結核菌 二封 シテ

先 ヅ多核白血球集結 シ來 リテ菌 ト圖雫ニテ相互

二壊死二陥ル。其胞罷内穎粒 ヲ消失 シ胞艘 ハ漸

次酸性色素嗜好力 ヲ檜加 ス。 核崩壊融解又 ハ

Pyknose二 陥ル。途 二白血球 ハ形}伏ヲ潰失 シ

Eosin二 濃染 セル完全 ナル壊死即チ乾酪 二陥

ル.如 斯實験的二多核白血疎 ノ完全壊死二到ル

迄 ノ種々 ノ相 ラ認メ得 タリ。

白血球主 トシテ多核白血球 ガ集結 シテ白血球

性膿瘍檬病竈 ラ作 リ夫 レノ凝固壌死二陥 レルモ

ノガ乾酪 ナリ。

恰カモ膿汁ガ白血球特 二多核白血球 ヨリ生成セ

ラレル ト同様 二、乾酪 モ白血球特 二多核白血球

ヨリ出來ルモノナ リ。然 レドモ毒力 ノ性質 ノ差

異二依 リ、是 レハ凝固壌死 トナ リ、膿汁ハ融解

壊死 トナルモノナリ。

從來多核白血球ハ化膿性炎症 ノ特徴成分 トセラ

レ、結核病攣ニハ蓼與 セザル如 ク見倣サ レタレ

ド、結核病攣 二於 テハ第一二多核白血球 ハ其集

結 ガ畢寛乾酪 ト同一物 ニシテ、唯時間的差異 ノ

モノニ過 ギザル黙二於 テ、第ニニ白血球性病竈

ノ廣狭 ガ各種結核病型褒生機轄 ノ重大ナル原因

ナルコトニ於テ、結核病理二多核白血球 ノ滲與

スルコト極 メテ多大ナルテ確信 スルモノナリ。

欄筆二臨 ミ恩師竹内教授 ノ御懇篤ナル御教示 ト

御校閲 テ賜 リタルコトニ謹 ミテ謝意テ表ス。
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寓 眞 説 明

第1圖 注射後3時 間

肺胞壁毛細血管ノ諸虜二多核白血球 ノ ミノ集結セ

♪レ小病竈形成ヲ認 ム。(260倍)

第 皿圖 注射後24時 間

多核白血球 ノ小集結。 粟粒結核結節ノ最初 ハ多核

白血球集結セル小病竈形成ナリ。(260倍)

第 皿圖 注射後24時 間

数個 ノ肺胞二亙 リテ 白血球性膿瘍様病竈 トシテ小

肺炎ヲ見ル。(130倍)

第VI圖

第 皿圖ノ強据大(260倍)

第V圖

注射後48時 間二到ルモ病竈ハ爾多核白血球集結 ヨ

リ成]v。(130倍)

第VI固

第V圖 ノ強据大(520倍)

第Vflew注 射後5日

上皮様細胞 ノ出現 ヲ見ル(136倍)

第vm圖 注射後5日

第V皿 圃 ノ強櫨大(520倍)

多核白血球・・多クPyknose二 隅 ルe

第IX圖 注 射後7日

上皮檬細胞が圭要成分bナ ル(136倍)

第X圖 注射後10日

定型的粟粒結核結節 ノ完成(136倍)

第XI圏 注 射後10日

第X圖 強接大,

巨態細胞、上皮様細胞淋巴球 ノ出現ヲ見ル。

第Xll圖 注 射後3週 間

所謂定型的粟粒結核結節ハ最初 ノ愛化 二非 ズシテ

終末ノ塗化ナリ.




